
「
災
害
を
教
訓
に
学
び
を
」

福
島
学
グ
ロ
ー
バ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介

ガ
イ
ド
の
質
の
向
上
を

「
ム
ス
リ
ム
知
識
集
」作
成

大
阪
商
工
会
議
所
　

訪
日
客
対
応
を
強
化

ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
を
披
露

松
山
市
　

霊
場

年
祭
な
ど
Ｐ
Ｒ

大
阪
城
に
立
体
映
像

２
月

日
ま
で
光
の
イ
ベ
ン
ト

輪
島
の「
あ
ぜ
の
き
ら
め
き
」

千
枚
田
を
光
で
彩
る
３月まで

カレッジ報告会

鹿児島の旅行
大学生が提案

お
薦
め
の
飲
食
店

県
民
の
投
票
開
始

高
知
県

イ
ス
ラ
ム
圏
の
客

半
数
以
上
が
増
加

大
商
の
ア
ン
ケ
ー
ト

五
島
市
の
教
会
巡
り
研
修
会

〈〉

　
猛
暑
の
夏
が
過
ぎ
、
台
風
や

竜
巻
が
通
り
、
豪
雨
と
洪
水
は

甚
大
な
被
害
も
も
た
ら
し
た
。

そ
し
て
、
日
本
海
側
の
信
越
か

ら
北
海
道
ま
で
豪
雪
の
年
末
を

迎
え
た
。
地
球
環
境
は
、
高
度

経
済
成
長
の
数
十
年
間
で
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
人
間
は
長

い
年
月
に
代
替
わ
り
し
な
が

ら
、
歴
史
に
学
び
、
進
化
し
て

き
た
は
ず
だ
が
、
残
念
な
が
ら

い
じ
め
や
犯
罪
も
、
殺
人
や
自

殺
も
起
こ
り
続
け
て
い
る
。
子

ど
も
を
産
ま
れ
な
け
れ
ば
少
子

化
が
進
む
の
は
当
然
で
あ
り
、

年
月
が
経
て
ば
高
齢
化
も
当
た

り
前
で
あ
る
。
分
か
っ
て
い
な

が
ら
、
産
み
育
て
た
い
環
境
を

政
策
で
整
え
て
こ
な
か
っ
た
。

　
新
た
な
年
が
明
け
て
も
、
ま

た
毎
年
の
繰
り
返
し
に
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
な
く
、
歴
史
と
自

分
の
経
験
を
生
か
し
、
学
び
進

化
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。旅
も
、交
流
し
、体
験
し
、

語
り
、学
び
に
な
ら
な
け
れ
ば
、

空
虚
な
暇
つ
ぶ
し
に
し
か
な
ら

な
い
。
そ
う
さ
せ
な
い
良
い
旅

づ
く
り
に
は
、
人
の
存
在
は
欠

か
せ
な
い
。

　
と
り
わ
け
神
社
仏
閣
、
名
所

旧
跡
か
ら
は
物
し
か
見
え
て
こ

な
い
が
、
そ
の
歴
史
の
流
れ
や

時
代
背
景
を
理
解
し
考
え
る
な

ら
ば
、
心
に
残
り
、
感
動
も
し

学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
学
び
は
知

識
に
入
れ
る
だ
け

で
は
な
く
、
次
に

生
か
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
そ
ん
な
重
要
な

役
割
を
担
え
る
の

が
「
ガ
イ
ド
」
の

存
在
で
あ
る
。
全

国
各
地
で
研
修
会

を
行
っ
て
い
る

が
、
知
識
を
詰
め

込
み
、
覚
え
る
研

修
が
多
い
。
特
に

歴
史
的
な
話
題
は

経
験
者
が
い
な
い

こ
と
か
ら
、
情
報
元
は
文
書
や

資
料
、
あ
る
い
は
伝
承
に
よ
る

も
の
に
な
る
。

　
例
え
ば
、
戦
国
時
代
の
話
な

ら
信
長
の
同
級
生
も
、
秀
吉
の

友
人
も
、
家
康
の
家
来
も
、
戦

い
の
そ
の
現
場
に
い
た
人
も
い

な
い
の
で
あ
る
。
今
風
に
言
え

ば
そ
の
情
報
源
の
開
示
が
必
要

と
な
る
。
そ
の
情
報
が
不
確
か

な
中
で
、
見
た
よ
う
な
嘘
を
言

い
、
さ
も
真
実
か
の
よ
う
に
自

信
を
持
っ
て
断
言
す
る
人
に
何

人
も
出
会
っ
た
。
ガ
イ
ド
の
目

的
が
知
識
を
ひ
け
ら
か
し
、
優

越
感
に
浸
り
、
顧
客
満
足
で
は

な
く
、
自
己
満
足
な
場
合
も
少

な
く
な
い
。

　
今
回
の
世
界
文
化
遺
産
登
録

へ
の
推
薦
が
見
送
ら
れ
た
「
長

崎
の
教
会
群
と
キ
リ
ス
ト
教
関

連
遺
産
」
が
い
ず
れ
近
い
内
に

候
補
に
推
薦
さ
れ
る
よ
う
に
と

運
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
中
で

も
ガ
イ
ド
養
成
は
、
緊
急
か
つ

重
要
な
課
題
で
あ
り
、
人
数
の

確
保
と
ク
オ
リ
テ
ィ（
ス
キ
ル
、

ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
安
全
と
危

機
管
理
、
内
容
の
統
一
感
）
が

求
め
ら
れ
る
。

　
そ
ん
な
中
、過
日
は
五
島
市

（
長
崎
県
）で
ガ
イ
ド
養
成
研
修

を
行
っ
た
。ガ
イ
ド
の
基
本
理

念
、行
程
進
行
、顧
客
へ
の
伝
え

方
、設
問
の
仕
方
や
広
範
囲
に

渡
る
情
報
の
提
供
方
法
、安
全

管
理
な
ど
を
座
学
で
学
ん
で
も

ら
い
、さ
ら
に
は
現
場
で
の
実

践
研
修
を
行
っ
た
。意
欲
的
な


人
を
超
え
る
参
加
者
が
あ

り
、備
え
の
第
一
歩
と
な
っ
た
。

　
（
体
験
教
育
企
画
代
表
・
藤

澤
安
良
）

（２５） 第２７３３号第３種郵便物認可２０１４年（平成２６年）１月１日（水曜日）

　
教
育
旅
行
や
視
察
旅
行
な
ど
福
島
県
で
の
学
び
や
交
流
を
提
案
す
る
福
島
学
グ
ロ

ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
黒
澤
文
雄
理
事
長
）
は

月

日
、
「
福
島
県
災
害
復
興

プ
ロ
グ
ラ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」
を
東
京
都
千
代
田
区
の
都
道
府
県
会
館
で
開
い
た
。
旅
行

会
社

社
の
法
人
・
教
育
旅
行
担
当
者
ら
が
出
席
。
東
日
本
大
震
災
や
原
発
事
故
を

教
訓
に
福
島
の
現
状
に
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
紹
介
し
た
。

ＡＫＢのメンバーも参加したセレモニー

今
期
の
あ
ぜ
の
き
ら
め
き

神
戸
松
蔭
女
子
学
院

大
学
の
発
表

　
「
お
も
て
な
し
日
本
一
の

ま
ち
松
山
」
を
宣
言
し
た
愛

媛
県
松
山
市
と
松
山
商
工
会

議
所
は

月

日
、
松
山
市

役
所
本
庁
前
広
場
で
、
観
光

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
「
ラ
ッ
ピ
ン

グ
バ
ス
出
発
式
・
パ
ネ
ル
除

幕
式
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
松
山
お
も
て

な
し
大
使
（
Ａ
Ｋ
Ｂ

）
」

を
開
催
し
た
。

　

月

日
の
「
四
国
八
十

八
ヶ
所
霊
場
開
創
１
２
０
０

年
祭
」
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ

せ
、
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
出

発
式
と
、
松
山
お
も
て
な
し

大
使
に
任
命
し
た
人
気
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
、
Ａ
Ｋ
Ｂ


の
菊
地
あ
や
か
さ
ん
と
名
取

稚
菜
さ
ん
の
等
身
大
パ
ネ
ル

の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
菊

地
さ
ん
と
名
取
さ
ん
も
出
席

し
た
。
　

　
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
は
、
伊

予
鉄
道
が
運
行
す
る
貸
し
切

り
バ
ス
で
、
団
体
旅
行
な
ど

に
利
用
さ
れ
る
。
車
体
の
ラ

ッ
ピ
ン
グ
は
、
松
山
お
も
て

な
し
大
使
の
菊
地
さ
ん
と
名

取
さ
ん
を
は
じ
め
、
２
０
１

４
年
の
瀬
戸
内
海
国
立
公
園

指
定

周
年
、
道
後
温
泉
本

館
改
築
１
２
０
周
年
、
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
開
創
１
２

０
０
年
の
ほ
か
、
道
後
温
泉

の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
「
道
後

オ
ン
セ
ナ
ー
ト
」
も
Ｐ
Ｒ
し

て
い
る
。

　
菊
地
さ
ん
と
名
取
さ
ん
の

等
身
大
パ
ネ
ル
は
、
松
山
空

港
や
松
山
観
光
港
な
ど
へ
の

設
置
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
松
山
市
は
、
２
０
１
４
年

の
各
周
年
行
事
の
ほ
か
、
国

の
進
め
る
訪
日
旅
行
推
進
事

業
で
「
京
都
・
広
島
・
松
山

ル
ー
ト
」
が
「
新
ゴ
ー
ル
デ

ン
ル
ー
ト
」
と
し
て
海
外
の

旅
行
会
社
な
ど
に
提
案
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
が
観
光
へ

の
〝
追
い
風
〟
と
な
っ
て
い

る
。

　
大
阪
城
と
城
内
西
の
丸
庭

園
で
開
催
す
る
「
大
阪
城
３

Ｄ
マ
ッ
ピ
ン
グ
　
ス
ー
パ
ー

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
が


月

日
に
始
ま
っ
た
。
開
催

期
間
は
２
０
１
４
年
２
月


日
ま
で
。
主
催
は
大
阪
観
光

局
と
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
。

　
大
阪
城
３
Ｄ
マ
ッ
ピ
ン
グ

は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

台

を
使
用
し
、
大
阪
城
天
守
閣

に
立
体
映
像
を
投
影
す
る
も

の
＝
写
真
。
大
阪
城
が
日
本

刀
で
真
っ
二
つ
に
さ
れ
た

り
、
虎
や
龍
、
蝶
が
舞
う
姿

が
迫
力
の
映
像
で
映
し
出
さ

れ
た
り
す
る
。
　

　
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
西
の
丸
庭
園
が

青
い
光
で
海
の
よ
う
に
見
え

る
「
光
の
ビ
ッ
グ
ブ
ル
ー
」

や
、
高
さ

㍍
の
巨
大
キ
ュ

ー
ブ
オ
ブ
ジ
ェ
「
光
の
キ
ュ

ー
ブ
」
を
開
催
。
大
阪
迎
賓

館
前
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
に

合
わ
せ
た
壮
麗
な
光
の
シ
ョ

ー
「
ジ
ュ
エ
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
」
も
始
ま
っ

た
。

　
営
業
時
間
は
午
後
５
時
半

か
ら
午
後

時
半
ま
で
。
料

金
は
一
般
１
６
０
０
円
、
小

人
（
４
歳
か
ら
小
学
生
）
９

５
０
円
。
優
先
入
場
と
特
別

エ
リ
ア
で
の
３
Ｄ
マ
ッ
ピ
ン

グ
観
覧
付
き
の
プ
レ
ミ
ア
ム

チ
ケ
ッ
ト
は
３
千
円
。
と
も

に
特
定
日
は
別
途
設
定
。

　
高
知
県
は

月

日
か

ら
、
観
光
客
に
お
薦
め
で
き

る
地
元
の
飲
食
店
と
メ
ニ
ュ

ー
を
県
民
が
投
票
す
る

「
『
高
知
家
の
食
卓
』
県
民

総
選
挙
」
を
実
施
す
る
。

　
高
知
県
の
広
報
誌
「
さ
ん

Ｓ
Ｕ
Ｎ
高
知
」
１
月
号
に
印

刷
さ
れ
て
い
る
投
票
用
紙

に
、
観
光
客
に
薦
め
た
い
県

内
の
「
飲
食
店
」
と
「
メ
ニ

ュ
ー
」、「
薦
め
た
い
理
由
」

を
記
入
し
、
郵
送
か
県
庁
１

階
県
民
室
、
各
市
町
村
役
場

に
設
置
し
て
い
る
投
票
箱
に

投
票
す
る
。

　
投
票
締
め
切
り
は
１
月


日
。
投
票
結
果
は
３
月
９
日

に
高
知
市
中
央
公
園
ス
テ
ー

ジ
で
発
表
す
る
。
さ
ら
に
総

選
挙
得
票
数
上
位
店
舗
と
お

薦
め
の
理
由
を
掲
載
し
た
グ

ル
メ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
観
光
施
設
や
宿
泊
施
設

な
ど
で
４
月
か
ら
配
布
す

る
。

　
ム
ス
リ
ム
（
イ
ス
ラ
ム
教

徒
）
観
光
客
を
関
西
に
誘
致

し
よ
う
と
、
大
阪
商
工
会
議

所
（
大
商
）
は

月
５
日
、

接
遇
や
応
対
に
必
要
な
基
礎

知
識
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
「
ム
ス
リ
ム
観
光
客
　

接
遇
基
礎
知
識
集
　
ア
ッ
サ

ラ
ー
ム
　
ア
ラ
イ
ク
ム
！
」

を
作
成
し
た
。
大
商
の
「
旅

游
都
市
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
う
ち
の
「
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
に
よ
る
買
い
物
消
費
拡

大
」
事
業
の
一
環
。
大
商
が

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
す
る
の

は
、
２
年
前
の
中
国
人
対
応

に
続
い
て
２
例
目
と
な
る
。

　
「
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
　
ア
ラ

イ
ク
ム
」
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で

イ
ス
ラ
ム
圏
共
通
の
あ
い
さ

つ
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
意
味

で
用
い
ら
れ
る
。

　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
Ａ
４
判

カ
ラ
ー

㌻
。
ム
ス
リ
ム
人

口
や
宗
教
的
ル
ー
ル
（
ハ
ラ

ル
、
ま
た
は
ハ
ラ
ー
ル
。
そ

の
他
礼
拝
や
断
食
の
習
慣
、

好
ま
し
い
服
装
、
偶
像
崇
拝

の
禁
止
な
ど
）
を
紹
介
し
、

訪
日
客
が
多
い
マ
レ
ー
シ
ア

と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
観

光
客
の
特
徴
を
、
各
種
デ
ー

タ
を
基
に
示
し
て
い
る
。

　
大
商
で
は
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
５
千
部
作
成
し
、
会
員
企

業
の
ほ
か
、
ム
ス
リ
ム
観
光

客
の
接
遇
や
応
対
の
向
上
を

目
指
す
小
売
店
、
飲
食
店
な

ど
に
配
布
す
る
。
大
商
管
内

以
外
の
店
舗
や
宿
泊
施
設
関

係
者
は
、
大
商
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
全

て
の
内
容
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
今
後
、
ム
ス
リ
ム
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
希
望
す
る
商

店
街
や
百
貨
店
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
大
商

職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣

し
、
社
員
や
販
売
ス
タ
ッ
フ

に
対
応
方
法
を
解
説
す
る
。

　
石
川
県
輪
島
市
の
棚
田
、

白
米
千
枚
田
を
太
陽
光
発
電

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
で
彩
る
冬
季
限
定

の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ

ン
ト
「
あ
ぜ
の
き
ら
め
き
」

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
今
シ

ー
ズ
ン
は
光
の
色
が

分
ご

と
に
ピ
ン
ク
、
ゴ
ー
ル
ド
に

変
化
す
る
。

月
９
日
に
開

幕
し
、
期
間
は
前
の
シ
ー
ズ

ン
よ
り
１
カ
月
間
ほ
ど
長
く

２
０
１
４
年
３
月

日
ま
で

行
う
。

　
白
米
千
枚
田
は
、
国
連
食

糧
農
業
機
関
が
認
定
す
る
世

界
農
業
遺
産
「
能
登
の
里
山

と
里
海
」を
構
成
す
る
遺
産
。

日
本
海
に
面
す
る
斜
面
に
広

が
っ
た
田
の
枚
数
は
１
０
０

４
枚
。
面
積
は
約
４
万
平
方

㍍
に
及
ぶ
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
オ
ー
ナ
ー
制
度
な
ど
に
よ

っ
て
保
存
、
継
承
さ
れ
て
い

る
。

　
あ
ぜ
の
き
ら
め
き
は
、
冬

の
白
米
千
枚
田
を
Ｐ
Ｒ
す
る

地
域
を
挙
げ
た
冬
季
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
２
０
１
１
年
度

に
始
ま
っ
た
。
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

で
作
ら
れ
た
「
ペ
ッ
ト
ボ
タ

ル
」
と
呼
ば
れ
る
装
置
を
利

用
。
１
個
１
個
が
独
立
し
て

太
陽
光
で
発
電
し
、
日
が
暮

れ
る
と
自
動
で
点
灯
す
る
。

点
灯
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
数
は
２

万
１
千
個
に
上
る
。

　
白
米
千
枚
田
―
輪
島
駅
間

に
は
路
線
バ
ス
が
あ
り
、
往

復
割
引
乗
車
券
が
販
売
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
旅
館
・
ホ
テ

ル
に
は
、
白
米
千
枚
田
に
設

置
で
き
る
ペ
ッ
ト
ボ
タ
ル
が

付
い
た
宿
泊
プ
ラ
ン
な
ど
も

あ
る
。

　
ま
た
、
観
光
客
の
増
加
に

伴
っ
て
、
輪
島
市
が
白
米
千

枚
田
を
眺
望
で
き
る
「
千
枚

田
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
」
を
再

整
備
し
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

食
事
が
で
き
る
よ
う
に
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
ほ
か
、
展
望

広
場
や
通
路
を
新
設
し
た
。

駐
車
ス
ペ
ー
ス
も
拡
大
し
、

普
通
車

台
、
大
型
バ
ス
５

台
が
駐
車
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　
鹿
児
島
県
（
観
光
か
ご
し

ま
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協

議
会
）
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は


月

日
、
大
阪
市
北
区
の
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

で
、
「
鹿
児
島
カ
レ
ッ
ジ
」

成
果
報
告
会
を
開
い
た
。
９

月
に
実
施
し
た
「
鹿
児
島
カ

レ
ッ
ジ
」
の
体
験
実
習
を
も

と
に
作
成
し
た
旅
行
プ
ラ
ン

を
大
手
旅
行
会
社
に
提
案
し

た
。

　
関
西
大
学
は
、
霧
島
エ
リ

ア
の
旅
行
プ
ラ
ン
と
し
て
、

「
来
い
」
「
恋
」
「
濃
い
」

を
掛
け
た
カ
ッ
プ
ル
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
初
こ
い
。

霧
島
」
を
紹
介
。

　
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学

は
、
指
宿
と
大
隅
の
エ
リ
ア

を
広
域
で
巡
り
、
従
来
の

「
女
子
旅
」
と
は
異
な
る
自

然
体
験
な
ど
を
充
実
さ
せ
た

パ
ワ
フ
ル
な
プ
ラ
ン
を
作

成
。
新
幹
線
旅
行
の
分
析
や

神
戸
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
の
ブ

ー
ス
出
展
な
ど
、
旅
行
プ
ラ

ン
以
外
の
活
動
も
提
案
し

た
。
　

　
首
都
圏
か
ら
参
加
し
た
清

泉
女
子
大
学
は
、
関
西
発
の

出
水
・
さ
つ
ま
町
エ
リ
ア
の

旅
を
紹
介
。
首
都
圏
の
大
学

生
の
旅
行
ニ
ー
ズ
も
分
析
。

通
年
で
楽
し
む

代
女
性
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
旅
行
と

し
て
提
案
し
た
。

　
広
島
経
済
大
学
は
、
甑
島

エ
リ
ア
で
、
ア
ル
バ
イ
ト
や

大
学
生
活
な
ど
で
疲
れ
た
大

学
生
の
心
を
癒
す
旅
行
を
取

り
上
げ
た
。

　
和
歌
山
大
学
は
、
公
益
財

団
法
人
日
本
交
通
公
社
発
行

の
「
旅
行
者
動
向
２
０
１
２

国
内
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
実

施
と
旅
行
者
の
志
向
」
か
ら

「
男
旅
」
の
市
場
が
あ
る
こ

と
を
分
析
。指
宿
エ
リ
ア
で
、

開
聞
岳
登
山
や
池
田
湖
の
ウ

エ
イ
ク
ボ
ー
ド
に
挑
戦
す
る

男
旅
を
紹
介
し
た
。

　
福
島
学
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
２
０
１
３
年


月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取

得
。
事
務
局
を
福
島
市
に
置

く
。
福
島
県
内
の
自
治
体
や

団
体
、
企
業
と
連
携
し
、
全

国
の
旅
行
会
社
や
学
校
・
企

業
関
係
者
に
各
種
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
案
す
る
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
は
教
育
旅
行

や
視
察
旅
行
、
交
流
事
業
の

受
け
入
れ
を
目
指
す
福
島
県

内
の

団
体
・
企
業
が
参
加
。

参
加
し
た
の
は
、
い
わ
き
観

光
ま
ち
づ
く
り
ビ
ュ
ー
ロ

ー
、
ふ
く
し
ま
フ
ォ
レ
ス
ト

・
エ
コ
・
ラ
イ
フ
財
団
（
ふ

く
し
ま
県
民
の
森
フ
ォ
レ
ス

ト
パ
ー
ク
あ
だ
た
ら
）
、
ゆ

う
き
の
里
東
和
ふ
る
さ
と
づ

く
り
協
議
会
な
ど
。
旅
行
会

社
と
の
個
別
商
談
も
行
っ

た
。

　
い
わ
き
観
光
ま
ち
づ
く
り

ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
震
災
の
被

災
体
験
や
復
興
へ
の
取
り
組

み
を
現
地
住
民
が
語
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
な
ど
を
紹
介
。
ふ
く

し
ま
フ
ォ
レ
ス
ト
・
エ
コ
・

ラ
イ
フ
財
団
は
、
キ
ャ
ン
プ

を
通
じ
て
災
害
を
生
き
抜
く

力
を
学
ぶ
災
害
対
応
キ
ャ
ン

プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
原
発
事

故
を
踏
ま
え
、
放
射
性
物
質

へ
の
正
し
い
理
解
を
深
め
、

除
染
活
動
の
進
ち
ょ
く
状
況

を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
環

境
省
福
島
環
境
再
生
事
務
所

・
除
染
情
報
プ
ラ
ザ
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
青
木
仁
氏
に
よ

る
講
義
も
行
わ
れ
た
。

　
福
島
学
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
黒
澤
理
事
長
は

「
災
害
で
得
た
教
訓
を
学
び

に
変
え
る
事
業
、
活
動
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。
遠
い
土

地
の
問
題
と
し
て
で
は
な

く
、
今
こ
の
時
、
福
島
で
学

べ
る
よ
う
に
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
。
受
け
地
と
送
り

手
を
結
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
た
。
　【
向
野
悟
】

　
大
商
が
同
日
に
発
表
し
た

商
業
店
舗
を
対
象
に
し
た

「
外
国
人
観
光
客
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
中
間
結
果

に
よ
る
と
、
イ
ス
ラ
ム
圏
か

ら
の
観
光
客
の
来
店
に
つ
い

て
、
「
来
店
し
て
い
る
」
は


・
８
％
だ
っ
た
。
こ
の
う

ち
「
増
加
傾
向
」
「
や
や
増

加
傾
向
」
と
回
答
し
た
の
は

計

・
８
％
だ
っ
た
。

　
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
生
活
習

慣
や
ル
ー
ル
を
紹
介
す
る
セ

ミ
ナ
ー
や
冊
子
の
活
用
に
つ

い
て
聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
活

用
し
た
い
」
と
答
え
た
店
舗

は

・
２
％
だ
っ
た
。

　
調
査
は

月
１
日
～

月

６
日
、
管
内
の
４
６
５
２
店

舗
を
対
象
に
実
施
。
中
間
結

果
は
こ
の
う
ち
４
１
０
店
舗

の
回
答
を
ま
と
め
た
も
の
。

東
京
都
内
で
行
わ
れ
た

セ
ミ
ナ
ー


